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情
報
ホ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
国
民
健
康
保
険

国
保
の
保
険
料
は
「
医
療
費
に
連
動
」
市民課

国
保
で
支
払
う
医
療
費
は
、
医
療

費
の
7
割
（
退
職
被
保
険
者
は
8
割
）

と
老
人
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
と

の
差
額
分
（
老
人
保
健
拠
出
金
）、
高

額
療
養
費
な
ど
で
す
。
最
近
の
医
療

費
の
状
況
は
、
下
図
の
よ
う
に
相
当

大
き
な
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
世
帯
数
や
被
保
険
者
数
に
大

き
な
動
き
が
な
い
た
め
、
医
療
給
付

の
費
用
額
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
世

帯
の
保
険
料
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
医
療
費
の
支
払
い
に
必

要
な
額
が
保
険
料
を
中
心
と
し
た
財

源
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

医
師
の
指
導
も
な
し
に
同
じ
病
気

で
複
数
の
保
険
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
り
、
薬
ね
だ
り
な
ど
を
す
る
こ
と

も
保
険
料
の
引
上
げ
に
直
結
し
ま
す
。

こ
の
医
療
の
費
用
に
つ
い
て
確
認
を

い
た
だ
く
た
め
に
、
年
6
回
（
う
ち

年
間
分
か
1
回
）『
医
療
費
通
知
』
と

し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

こ
の
『
医
療
費
通
知
』
は
、
医
療

機
関
で
の
受
診
が
な
か
っ
た
場
合
は

お
届
け
し
て
い
ま
せ
ん
。
届
か
な
い

こ
と
は
健
康
な
ご
家
庭
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
係
　
⑩
1
1
3
0

国民健康保険の医療費の動向 単位: 10億円

7
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る

全
国
強
調
月
間
」

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
情
報
提
供
・
相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
課
　
　
⑩
1
1
1
5
ま
た
は
、
社
会
教
育
課
　
　
⑩
1
1
7
7

庁
舎
ギ
ャ
ラ
リ
ー

総務課

7
月
2
2
日
月
か
ら
3
1
日
水
ま
で
、

庁
舎
南
側
玄
関
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、

ま
ん
が
家
「
わ
だ
か
づ
よ
」
さ
ん

（
元
長
門
市
在
住
）
作
品
、「
季
節
め

い
て
パ
ー
ト
Ⅳ
」
を
中
心
に
原
画
展

を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
の
う
え
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ

庶
務
係
　
　
⑩
1
1
1
2

犬

は
正
し
く

飼
い
ま
し
よ
う

保健
衛生課

犬
の
各
種
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
フ
ン
を
拾
う
心
で
散
歩
を

犬
の
散
歩
に
は
、
汚
物
袋
を
下
げ

責
任
を
も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

・
飼
犬
が
凶
器
に
変
わ
る
放
し
飼

い犬
に
よ
る
咬
傷
事
故
の
ほ
と
ん
ど

は
、
放
し
飼
い
が
原
因
で
す
。

犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

・
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
係
　
　
⑩
1
1
3
4

朝
市
で
夏
の
味
覚
を

ル
ー
ラ
ル
・
さ
ん
さ
ん
・
フ
ェ
ス
タ
開
催

農林

課

フ
月
2
0
日
土
・
2
1
日
日
の
2
日

間
、『
朝
市
』
で
夏
の
味
覚
を
味
わ
っ

て
ー
。
と
「
ル
ー
ラ
ル
・
さ
ん
さ

ん
・
フ
ェ
ス
タ
」
が
国
道
1
9
1
号
、
県

道
下
関
長
門
線
沿
い
で
開
か
れ
ま
す
。

農
山
漁
村
の
女
性
と
都
市
の
消
費

者
が
地
域
の
「
食
」
を
通
じ
、
交
流

と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
お
り
、
ル
ー
ト
沿
い
の
朝
市
で
の

販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
楽

し
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

き
ら
め
く
太
陽
の
も
と
、
ル
ー
ト

沿
い
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
は
い
か
が
。

・
問
い
合
わ
せ

農
務
係
　
　
⑩
1
1
3
9

本市関係の朝市

朝 市名 所在地 氏　名
特産
紅花の店

大羽山区 宮本信也 29- 0253

まんまの店 郷　区 上野小智子 29- 0755
ひ よ こ 木津区 山根節夫 29- 0713
ナスと
ハーブの店

小河内区
ナス選果場 中村 滋 22- 1243

ホット
8・3の市

正明市3区
ＪＡ本所横酒井恵美子26- 2780

「
心
の
相
談
電
話
」
を
開
設

学校

教育課

子
　
ど
　
も
　
専
　
用

い
じ
め
を
は
じ
め
、
一
人
で
悩

ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
に
、
時
間
帯
を

決
め
て
相
談
を
待
っ
て
い
ま
す
。

＊
電
話
番
号

0
1
2
0
-
7
8
-
3
0
3
9

（
長
門
市
内
の
み
）

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
り
電

話
代
は
い
り
ま
せ
ん

保
護
者
・
教
師
用

＊
電
話
番
号
　
2
3
-
1
1
2
2

＊
相
談
曜
日
・
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
後
3
時
3
0分
～
5
時
3
0分

・
問
い
合
わ
せ
（
共
通
）

指
導
係
　
　
⑩－
1
7
5



募 集

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者

建設課

・
所
在
　
市
内
全
域

・
種
別
・
家
賃

・
第
1
種
市
営
住
宅
（
月
額
）

5
、
9
0
0
円
～
4
4
、
0
0
0
円

・
第
2
種
市
営
住
宅
（
月
額
）

5
、
9
0
0
円
～
3
5
、
0
0
0
円

・
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

②
同
居
か
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
い
る
人

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人

④
入
居
の
申
込
み
を
し
た
日
に
お
い

て
、
公
営
住
宅
法
の
規
定
（
第
1

種
1
月
額
1
1
万
5
千
円
～
1
9
万
8

千
円
、
第
2
種
1
月
額
1
1
万
5
千

円
以
下
）
に
よ
る
収
入
基
準
に
該

当
す
る
人

・
申
込
受
付

・
期
間7

月
1
7
日
水
～
3
1
日
水

・
場
所
　
建
設
課
ま
た
は
各
出
張
所

・
手
続
　
建
設
課
ま
た
は
各
出
張
所

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
次

の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
本
人
及
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
等
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
・

平
成
7
年
分
の
所
得
証
明
書
・

な
お
給
与
所
得
者
は
平
成
7
年
分

の
給
与
所
得
源
泉
徴
収
票
の
写

し
、
事
業
所
得
者
等
は
平
成
7
年

分
の
収
支
明
細
書
の
写
し
。

②
そ
の
他
証
明
に
必
要
な
書
類

・
選
考
方
法

書
面
審
査
・
実
態
調
査
の
う
え
有

資
格
者
を
選
考
し
、
公
開
抽
選
に

よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

募 集

仙
崎
漁
民
ア
パ
ー
ト
入
居
者

建設課

・
所
在
　
仙
崎
鍛
冶
屋
町
区

・
種
別
∴
戸
数
・
家
賃

・
第
2
種
市
営
住
宅
　
1
戸
（
2
階
）

月
額
　
1
0
、
9
0
0
円

・
資
格

①
市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
資
格
の

①
～
③
の
人

②
入
居
の
中
込
み
を
し
た
日
に
お
い

て
、
公
営
住
宅
法
の
規
定
（
月
額

1
1
万
5
千
円
以
下
）
に
よ
る
収
入

基
準
に
該
当
す
る
人

③
漁
業
に
従
事
す
る
人

・
申
込
受
付
・
手
続
・
選
考
方
法

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
と
同
じ

・
問
い
合
わ
せ
（
共
通
）

管
理
係
　
　
⑩
1
1
4
7

募 集
近
松
・
み
す
ゞ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

文化課

近
松
・
み
す
ゞ
の
里
を
案
内
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し
ま

す
。
近
松
・
み
す
ゞ
講
座
を
受
講
し

た
う
え
で
ガ
イ
ド
登
録
を
し
、
予
約

に
応
じ
て
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
人
員
　
2
0人
程
度
（
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
）

・
講
座
内
容
（
予
定
）

１
近
松
・
み
す
ゞ
講
座
（
4
回
）

２
市
内
ゆ
か
り
の
地
探
訪
（
1
回
）

３
市
外
視
察
（
Ｉ
回
）

４
ガ
イ
ド
実
習
（
2
回
）

・
申
込
期
限
　
7
月
3
1
日
水

・
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
係
　
　

⑩
1
1
7
8

街
・
自
然
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
i
n
な
が
と

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
育

て
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
大
き
な

役
割
が
私
達
に
は
あ
り
ま
す
。

「
身
近
な
環
境
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
空
き

缶
な
ど
を
拾
っ
て
歩
く
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
i
n
な

が
と
」
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

⑩
1
1
3
4

と
き
　
8
月
1
0
日
土

午
前
9
時
～
1
1時

（
8
時
5
0分
ま
で
に
集
合
）

集
合
場
所

仙
崎
地
区
　
人
工
島
入
口

深
川
地
区
（
深
川
小
校
区
）

市
役
所
南
駐
車
場

湯
本
地
区
（
向
陽
小
校
区
）

Ｊ
Ａ
湯
本
出
張
所
裏
駐
車
場

渋
木
地
区
（
大
畑
小
校
区
）

瀬
戸
バ
ス
停

俵
山
地
区

各
地
区
ご
と
に
集
合

7
月
2
1日
～
3
1日

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

も
う
一
つふ

る
さ
と
見
つ
け
た
　
森
と
湖

緑豊かで住みたくなるふるさ と

植 栽樹保 護手 入運 動
6月11

日～8月1

0日山のみどりや生活のみどりは、災害を防止し、大
切な水やきれいな空気、木材などを提供し、うるお
いに満ちた私たちの暮らしを支えています。

この緑も植えただけでは育ちません。一人ひとり
が愛情を持って守り育てることが大切です。
家族・地域・職場で身近な樹木の手入れをしましょ
う。● 問い合わせ　農林課林務係　　⑩1 1 4 2

公
共
施
設
に

ご
み
を
捨
て
な
い
で

公
共
施
設
へ
の
ご
み
の
置
き
去
り

に
、
せ
っ
か
く
の
施
設
も
泣
い
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
気
配
り
が
施

設
を
生
か
し
、
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
・
ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。



お
め
で
と
う
全
国
大
会
出
場
敬
称
略

・
第
1
2回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

（
8
月
2
7・
2
8日
両
国
・
国
技
館
）

三
輪
　
一
貴
（
青
海
島
小
6
年
）

・
第
4
9回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技

対
抗
選
手
権
大
会

（
8
月
1
日
～
5
日
山
梨
県
）

○
5
0
0
0
ｍ

藤
村
典
史
（
大
津
高
3
年
）

○
走
高
跳

梅
本
保
則
（
大
津
高
3
年
）

○
4
0
0
m

山
崎
可
織
（
大
津
高
3
年
）

「
愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
」

献
血
街
頭

キ

ャ
ン

ペ

ー
ン

福祉

事務所

・
と
き
　
7
月
2
5
日
木

午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
4
時

・
と
こ
ろ
　
㈱
フ
ジ
長
門
店

・
内
容・

街
頭
献
血

・
東
深
川
保
育
園
児
に
よ
る
鼓
笛

演
奏
（
午
前
1
0時
4
0分
）

・
ミ
ス
長
門
に
よ
る
ウ
チ
ワ
配
布

※
献
血
協
力
者
に
は
玉
子
Ｉ
パ
ッ
ク

プ
レ
ゼ
ン
ト

※
献
血
5
回
目
ご
と
に
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
進
呈

・
問
い
合
わ
せ

庶
務
係
　
　
⑩
1
1
5
5

くらし
の情報

募
集

警
察
官
Ｂ

婦
人
警
察
官

試
験
日
　
9
月
1
6
日
月
振
替
休
日

区
分

警
察
官
B

昭
和
4
2年
4
月
2
日
～
昭
和
5
4年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。

た
だ
し
、
大
学
（
短
大
を
除
く
）

の
卒
業
者
、
ま
た
は
平
成
9
年
3

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
は
除

く婦
人
警
察
官

昭
和
4
2年
4
月
2
日
～
昭
和
5
4年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

期
限
　
9
月
6
日
金

問
い
合
わ
せ

長
門
警
察
署
　
　
⑩
0
1
1
0

山
口
県
職
員

●
ｌｌ ｉＳ皿1 皿 φ i皿i ，4,皿 疸皿 ・

暖冨疆 漣岫
皿 －i

罸漣更－ 蔔－1111 幽
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゛

囂11

］Ｓ

ｉ

中　級
7月5 日(金)

～9月6日(金)

9 月29 日

(日)
山 口

昭和46年4月2日【25歳】

～昭和52年4月1日【20歳】

初　級 同　 上 同　上 山
徳
ド

1
11艾j

昭和50年4月2日【21歳】

～昭和54年4月1日【18歳】

保健婦(士)
・助産婦

同　上 同　 上 山 口
昭和45年4月2日【26歳】

～昭和51年4月1日【21歳】

看護婦 同　 上 同　　
上

同 上
昭和46年4月2口【25歳】

～昭和52年4月1日【20歳】

問
い
合
わ
せ

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

0
8
3
9
⑩
4
4
7
4

自
　

衛
　

官

種　目 資　格 受付期間 試験期日

曹候補士
18歳以上

27歳未満

8 月1 日

～9 月9 日

9月16日
( 午前)

一般曹候

補学生

18歳以上

24歳未満

9 月16日
( 午後)

航空学生
高卒見込

21歳未満
9月23日

2等陸・

海・空士
18歳以上

27歳未満

8 月1 日

～9 月13日

男子9月18日

女子9月9日

・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
萩
募
集

事
務
所
　
0
8
3
8
2
2
2
4
0
9

や
ま
ぐ
ち
女
性
起
業
家

支
援
塾
入
門
セ
ミ
ナ
ー

と
き
　
8
月
2
4
日
土

午
前
1
0時
～
午
後
5
時

8
月
2
5
日
日

午
前
1
0時
～
午
後
6
時

と
こ
ろ
　
サ
ン
ラ
イ
フ
萩

人
員
　
2
0名

内
容
　
女
性
起
業
家
の
成
功
事
例

の
紹
介
、
事
業
計
画
の
作
り
方
、

簡
単
な
経
営
分
析
、
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
の
講
義

受
講
料
　
4
、
0
0
0
円

申
込
方
法
　
受
講
申
込
書
に
よ
る

（
申
込
書
は
中
小
企
業
課
に
電
話
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

締
切
　
8
月
1
4
日
水

申
込
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
中
小
企
業
課
商
業
診
断
指

導
班
　
　
0
8
3
9

⑩
3
1
9
6

刑
　
務
　
官

と
き
　
1
0
月
6
日
日

資
格

刑
務
Ａ
・
男
子
、
刑
務
Ｂ
・
女
子

い
ず
れ
も
昭
和
4
2年
4
月
2
日
～

昭
和
5
4年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

受
付
期
間

8
月
1
9
日
月
～
9
月
2
日
月

申
込
・
問
い
合
わ
せ

萩
拘
置
支
所

0
8
3
8
⑩
9
1
4
7

国
有
林
緑
の
オ
ー
ナ
ー

「
緑
の
オ
ー
ナ
ー
」
制
度
と
は

分
収
育
林
契
約
者
（
緑
の
オ
ー
ナ
ー
）

と
国
と
で
国
有
林
の
立
木
を
共
有
し
、

伐
採
時
に
そ
の
収
益
を
分
収
す
る
制
度

で
す
。
個
人
・
団
体
・
法
人
を
問
わ

ず
誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

募
集
口
数
　
1
1
口

1
口
当
た
り
5
0万
円

場
所
　
徳
地
町
　
滑
山
国
有
林

期
限
　
9
月
日
日
水

問
い
合
わ
せ

山
口
営
林
署
業
務
課

0
8
3
9
⑩
0
3
8
6



「
地
域
消
費
者
講
座
」
講
師

対
象
者
　
地
域
で
消
費
生
活
・
物

価
に
か
か
る
啓
発
活
動
に
取
り
組

む
意
欲
の
あ
る
人

活
動
内
容
　
山
口
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
派
遣
要
請
に
応
じ

て
、
地
域
に
出
向
き
、
講
座
の
講

師
と
し
て
消
費
者
啓
発
を
行
う

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
等
に
よ
る

締
切
　
7
月
3
1
日
水

申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
7
5
3
山
口
市
葵
2
丁
目
6
番
2
号

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

0
8
3
9
⑩
2
4
2
1

お
知
ら
せ

剣
道

昇
級

昇
段

審
査
会

昇
級
審
査
会

と
き
　
8
月
4
日
日

午
前
9
時
～
正
午

申
込
締
切
日
　
7
月
2
7
日
土

算
段
審
査
会

と
き
　
8
月
2
3
日
金
午
後
1
時
～

（
講
習
会
ｌ
学
科
試
験
剣
道
形
）

8
月
2
4
日
土
午
前
1
0
時
～

審
査
対
象
段
位
　
3
段
以
下

申
込
締
切
日
　
8
月
1
0
日
土

（
共
通
）

と
こ
ろ
　
武
道
館

問
い
合
わ
せ

長
門
剣
道
連
盟
事
務
局

⑩
2
2
5
6
（
藤
辰
商
店
）

湯
本
温
泉

納
涼
盆
踊
り
大
会

と
き
　
8
月
1
1
日
日
・
1
2
日
月

午
後
7
時
2
0分
～
1
0時

と
こ
ろ
　
湯
本
温
泉
中
央
街

駐
車
場
　
元
堂
上
福
永
駐
車
場

曲
目
　
「
湯
本
温
泉
音
頭
」
　「
い

い
湯
だ
な
」
ほ
か

日
程
　
午
後
7
時
2
0分
～
バ
ン
ド

演
奏

午
後
8
時
～
盆
踊
り

福
引
大
会

午
後
9
時
～
灯
籠
流
し

踊
り
の

参
加
団
体
大
募
集

申
込
・
問
い
合
わ
せ

湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組
合

⑩
3
6
1
1

夏
休
み

親
子
「
く
ら
し
」
探
検
隊

と
き
　
8
月
1
9
日
月

午
前
9
時
2
0分
～
午
後
4
時
3
0分

と
こ
ろ
（
集
合
場
所
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
県
内
在
住
者
）
5
0名
程
度

見
学
先

㈱
日
立
製
作
所
笠
戸
工
場

下
松
市
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ｙ
Ｃ
㈱

参
加
料
　
無
料
（
弁
当
各
自
持
参
）

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ

申
込
期
限
　
7
月
3
1
日
水

申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
7
5
3
山
口
市
葵
2
丁
目
6
番
2
号

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

0
8
3
9
⑩
2
4
2
1

自
然
に
い
ど
む

少
年
の
つ
ど
い

と
き
　
8
月
6
日
火
～
8
日
木

と
こ
ろ

山
口
県
秋
吉
台
少
年
自
然
の
家

対
象
　
県
内
の
小
学
校
4
年
生
～

中
学
校
3
年
生
ま
で
の
男
女
1
0
0
名

内
容

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
、
洞
く
つ
探

検
、
野
外
炊
事
ほ
か

参
加
料
　
3
、
5
0
0
円

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
可
）
ｌ
先
着
順

申
込
期
限
　
7
月
2
9
日
月

申
込
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
秋
吉
台
少
年
目
然
の
家

0
8
3
9
6
②
0
5
8
1

この一票

あすの山口 生む力
8 月4 日(日)は、山口 県知事選挙 の

投票 日です。投票 所 をお確 かめの う

え、1 票 をむだにしないよ う、 みん

なそろっ て投票 しましょう。

一票で
海の資源の

保護管理
8 月1 日(木)は 、 海 区 漁 業 調 整 委 員

会 委 員 一 般 選 挙 の 投 票 日で す 。

● 問い合わせ( 共通)

選挙管理委員会事務局　⑩1 1 6 7

試
験

狩
猟
免
許
試
験

と
き
　
8
月
2
6
日
・
9
月
1
1
日

午
前
9
時
～

と
こ
ろ
　
防
長
青
年
館

受
験
料

・
新
規
受
験
者
　
4
、
8
0
0
円

・
そ
の
他
　
　
　
3
、
5
0
0
円

期
限
　
試
験
日
の
7
日
前
ま
で

問
い
合
わ
せ

豊
田
林
業
事
務
所

0
8
3
7
6
⑥
1
1
8
2

蝉
し
ぐ
れ

お
汽
車
の
窓
の

蝉
し
ぐ
れ
。

ひ
と
り
の
旅
の

夕
ぐ
れ
に
、

眼
と
じ
れ
ば

眼
の
な
か
に
、

金
と
み
ど
り
の

百
合
が
咲
き
、

眼
ひ
ら
け
ば

窓
の
そ
と
、

名
知
ら
ぬ
山
は

夕
焼
け
で
、

す
ぎ
て

ま
た
来
る

蝉
し
ぐ
れ
。「

Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」



保
健
婦
メ
モ

食
中
毒
を
予
防
し
よ
う

梅
雨
と
、
そ
れ
に
続
く
暑
い
夏
は
、

一
年
中
で
食
中
毒
が
多
発
す
る
時
期
。

岡
山
県
で
は
、
集
団
食
中
毒
（
病
原

性
大
腸
菌
Ｏ
-
1
5
7
）
に
よ
り
小

学
生
が
死
亡
す
る
な
ど
各
地
で
の
食

中
毒
の
発
生
を
マ
ス
コ
ミ
が
報
じ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
食
品
の
味
・
に
お

い
・
色
の
変
化
に
よ
っ
て
、
食
品
が

い
た
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
し

が
ち
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
食
中
毒
の

菌
は
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

（
土
壌
、
動
物
の
体
内
、
海
水
等
）
に

広
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
食
品
に
混

ざ
っ
て
菌
が
増
え
て
も
外
観
で
は
分

か
り
に
く
い
た
め
、
知
ら
ず
に
食
べ
、

食
中
毒
に
な
る
人
が
後
を
絶
た
な
い

の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
日
頃
か
ら
、
一
人

一
人
が
十
分
に
衛
生
管
理
に
心
が
け

る
こ
と
が
、
食
中
毒
を
予
防
す
る
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

1
、
清
潔
　
（
菌
を
つ
け
る
な
！
）

手
は
こ
ま
め
に
洗
い
、
調
理
器
具

も
清
潔
に
保
つ
。（
煮
沸
、
日
光
消
毒

等
）

2
、
迅
速
　
（
菌
を
増
や
す
な
！
）

食
物
は
、
新
鮮
な
も
の
を
選
び
、

早
め
に
食
べ
る
。
ま
た
、
作
り
お
き
、

ま
と
め
買
い
は
避
け
る
。
食
物
の
保

存
は
、
冷
蔵
（
5
℃
以
下
）
す
る
。

た
だ
し
、
冷
蔵
庫
で
も
詰
め
込
み
す

ぎ
や
長
期
保
存
は
禁
物
で
す
。

3
、
加
熱
　
（
菌
を
殺
す
！
）

調
理
の
際
に
は
、
中
心
部
ま
で
十

分
加
熱
す
る
。
「
火
を
通
し
た
か
ら

」
と
安
心
せ
ず
、
食
べ
る
前
に
は
、

再
加
熱
す
る
。
ま
た
、
井
戸
水
は
煮

沸
し
て
使
う
。

ながと 文化財めぐり

飯山八幡宮

大般若波羅蜜多写経
付　 納箱

5

有
形
文
化
財
・
書
跡

昭
和
4
6
・
1
0
・
1
1
（
市
指
定
）

東
深
川
の
飯
山
八
幡
宮
に
『
大
般
若
波

羅
蜜
多
写
経
』
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

納
め
ら
れ
た
六
百
巻
の
う
ち
現
存
す
る

も
の
は
、
折
本
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
二
百

九
十
六
帖
（
う
ち
完
全
な
も
の
二
百
二
十

六
帖
）。
一
帖
の
大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
、

縦
約
二
七
・
一
㌢
、
横
九
・
五
㌢
、
厚
さ

一
・
五
㌢
で
あ
る
。

こ
の
写
経
が
書
き
始
め
ら
れ
た
の
は
、

南
北
朝
時
代
の
永
徳
元
年
（
一
三
八
一
）

で
、
八
年
後
の
康
応
元
年
（
一
三
八
九
）

に
完
成
を
み
て
い
る
。
ま
た
、
写
経
の
奥

書
か
ら
大
願
主
は
安
楽
寺
の
住
職
、
氏
雲

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
楽
寺
と
い

え
ば
、
西
深
川
板
持
の
築
地
に
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
寺
で
あ
る
。
か
つ
て
同
地
の

発
掘
調
査
で
、
こ
の
寺
と
み
ら
れ
る
遺
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

表
紙
の
説
明

教
育
委
員
会
は
金
子
み
す
ゞ
読
本

「
み
ん
な
を
す
き
に
」
（
Ａ
4
判
、
8
4

ペ
ー
ジ
）
を
発
行
。
7
月
5
日
、
市

内
の
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
約
2
千

6
百
人
に
配
布
し
ま
し
た
。

市
内
の
小
中
学
校
の
先
生
1
9人
が

1
年
半
の
年
月
を
か
け
て
制
作
し
た

も
の
で
、
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
4
4編
が

そ
の
背
景
な
ど
と
と
も
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
「
優
し

さ
、
思
い
や
り
の
心
」
を
育
み
た
い

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
海
島
小
で
は
、
表
紙
の
原
画
を

描
い
た
和
田
幹
雄
先
生
が
、
さ
っ
そ

く
こ
の
読
本
を
使
い
3
年
生
の
授
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
国
語
の
授
業
や
学
級
活
動
の
ほ

か
に
、
家
庭
で
も
活
用
し
て
欲
し
い
」

と
山
本
教
育
長
は
話
し
て
い
ま
す
。

今

月
　の
　
納

税

固
定
資
産
税
第
2
期

納
付
期
限
　
7
月
3
1日

市
の
人
日
（
7
月
1
日
現
在
）

面
　
積
　
1
5
2
・
3
8
k
m
2

人
　
日
2
5

、
2
8
2

人
（
　
△
1
0）

男
　
1
1
、
7
3
6
人
（
　
△
4
）

女
　
1
3

、
5
4
6

人
（
　
△
6
）

世
帯
数
　
8

、
8
3
2

世
帯
（
　
　
5

）

（
　
　
）
内
は
前
月
比
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